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モロッコ経済日誌 ２０１２年８月 

在モロッコ日本大使館経済班 

Ｉ．国内経済 

１． 指標等 

①２０１２年上半期（１月～６月）の貿易収支1

前年同期比で輸入額は６．０％，輸出額は４．８％の増加。貿易赤字は拡大し，カバー率（輸出

額／輸入額）は前年同期の４８．０％から４７．５％に減少した。 

 

 ２０１１年上半期 ２０１２年上半期 推移 

輸入額（ＣＡＦ） １７９，３６５ １９０，０６２ ６．０％ 

輸出額（ＦＯＢ） ８６，０８５ ９０，１９２ ４．８％ 

貿易収支 ▲ ９３，２８０ ▲ ９９，８７０ －７．１％ 

カバー率（輸出額/輸入額） ４８．０％ ４７．５％  

       （単位：１００万ＤＨ） 

（１）輸入： 

 軽油・重油，原油，石油ガスなどのエネルギー関連品目の輸入額が増加

主要輸入品目（単位１００万ＤＨ） 

。自家用車も同様に

増加した。他方，小麦の輸入額は減少。 

品目 ２０１１年

上半期 

割合

(%) 

２０１２年

上半期 

割合

(%) 

推移

（％） 

軽油・重油 15,774 8.8 17,526 9.2 11.1 

原油 15,200 8.5 15,668 8.2 3.1 

石油ガス・その他ガス 7,983 4.5 9,719 5.1 21.7 

麦 7,427 4.1 6,005 3.2 ▲19.1 

プラスティック材料 5,103 2.7 5,345 2.8 4.7 

自家用車 4,441 2.5 5,167 2.7 16.3 

化学製品 4,150 2.3 4,067 2.1 ▲2.0 

機械類 3,681 2.1 3,612 1.9 ▲1.9 

 

軽油・重油の輸入額増加は，国際価格の上昇が要因。２０１２年１月から６月までに２３３万トン余

りを輸入（前年の２３９万トンから２．７％減少），１トン当たりの価格は前年同期６５７４ＤＨから７５１０

ＤＨへと１４．２％上昇した。 

 

原油の輸入額増加も国際価格の上昇が要因。２０１２年１月から６月までに２３０万トン余りを輸入

（前年は２４５万トン），１トン当たりの価格は前年同期６２０２ＤＨから６８０２ＤＨへと９．７％上昇した。 

                                                
1 モロッコ為替局ホームページ，www.oc.gov.ma 

注）１ＤＨ（ディルハム）＝約９．０円 
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麦の輸入額減少は，輸入量減少と国際価格の低下が要因。２０１２年１月から６月までに２１７万ト

ン余りを輸入（前年同期の２４４万トンから１１．１％減少）。１トン当たりの価格は前年同期３０３６ＤＨ

から２７６１ＤＨへと９．１％低下した。 

 

（２）輸出： 

 

リン鉱石の輸出額が増加。リン鉱石関連が全体に占める割合は２５．３％と約４分の 1 に相当（前

年同期は２５．９％）。 

主要輸出品目（単位１００万ＤＨ） 

品目 ２０１１年

上半期 

割合(%) ２０１２年

上半期 

割合(%) 推移（％） 

肥料・リン酸など 16,542 19.2 16,714 18.5 1.0 

衣類 9,825 11.4 9,914 10.9 0.9 

ワイヤハーネス 8,405 9.8 7,450 8.3 ▲11.4 

リン鉱石 5,769 6.7 6,138 6.8 6.4 

メリヤス類（靴下など） 3,827 4.4 3,963 4.4 3.6 

 

（３）その他指標： 

観光収入がやや減少。海外からの直接投資は回復傾

 

向。 

２０１１年上半期 ２０１２年上半期 推移 

観光収入 ２５，４５８ ２４，９６６ ▲１．９％ 

在外モロッコ人からの海外送金 ２６，９６４ ２７，０７１ ０．３％ 

海外からの直接投資 １３，５７２ １４，３１１ ５．４％ 

（単位：１００万ＤＨ） 

②２０１２年第２四半期失業率2 

・失業率：８．１％（前年同期は８．７％） 

・都市部失業率：１２．３％（前年同期は１３．５％） 

・農村部失業率：３．５％

 

（前年同期は３．６％） 

③２０１１年歳入および歳出3  

歳入は増加したものの，補助金拠出増額（対ＧＤＰ比１８．５％）の高騰などにより歳出も増加，財

政赤字対ＧＤＰ比が２０１０年の４．７％から２０１１年には６．９％へ増

                                                
2 モロッコ高等計画委員会ホームページ 

加。 

3 モロッコ中央銀行年間報告書 Rapport Exercice 2011， 258-259 頁（8 月 13 日発表） 

品目 ２０１１年上半期 ２０１２年上半期 推移 

リン鉱石・リン酸・肥料 ２２，３１２ ２２，８５３ ２．４％ 

リン鉱石関連以外 ６３，７７２ ６７，３３８ ５．５％ 
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歳入 ２０１０年 ２０１１年(暫定) 推移 

一般会計歳入 １９３６億ＤＨ ２０７２億ＤＨ ７．０％ 

税収 １７３５億ＤＨ １８４３億ＤＨ ６．２％ 

   直接税 ６５０億ＤＨ ６９７億ＤＨ ７．４％ 

→法人税 ３５１億ＤＨ ４０２億ＤＨ １４．６％  

→所得税 ２６９億ＤＨ ２７５億ＤＨ ２．２％  

   間接税 ８６３億ＤＨ ９３７億ＤＨ ８．６％ 

→付加価値税 ６５１億ＤＨ ７１８億ＤＨ １０．２％ 

→国内消費税（たばこ・石油税など） ２１１億ＤＨ ２１８億ＤＨ ３．４％ 

関税 １２２億ＤＨ １０２億ＤＨ ▲１６％ 

不動産登記税・印紙税など ９９億ＤＨ １０５億ＤＨ ５．８％ 

税収以外 １６２億ＤＨ １９９億ＤＨ ２３．１％  

専売公社・国営企業収益 ８８億ＤＨ １０４億ＤＨ １８．０％ 

 

歳出 ２０１０年 ２０１１年(暫定) 推移 

一般財政経費支出 ２２８６億ＤＨ ２６５０億ＤＨ １５．９％ 

一般経費 １８１５億ＤＨ ２１５０億ＤＨ １８．４％  

経費 １１７２億ＤＨ １２６４億ＤＨ ７．８％ 

→人件費   ７８７億ＤＨ ８８５億ＤＨ １２．４％ 

対内債務利息 １５２億ＤＨ １５１億ＤＨ ▲０．６％ 

対外債務利息 ２３億ＤＨ ３０億ＤＨ ３０．４％ 

補助金 ２７１億ＤＨ ４８８億ＤＨ ８０．０％ 

地方交付金 １９５億ＤＨ ２１５億ＤＨ １０．２％ 

投資支出 ４７０億ＤＨ ４９９億ＤＨ   ６．１ ％ 

 

２． 建設・公共事業・インフラ等 

①地中海道路の開通4

 １１日，地中海岸沿い（タンジェ～アルジェリア国境）に５０７ｋｍにわたる道路(一部高速道路)が全

線開通，モハメッド６世国臨席の下に竣工式が行われ，各ドナーを代表して、柳谷日本大使，伊大

使、ＥＵ臨代、ア首連臨代が出席した。（計画当初は全長５５０ｋｍと見込まれていたが、工事の結

果、５０７ｋｍまで短縮された。） 

 

地中海道路は、山岳地に隔てられインフラ整備が遅れてきた当国北東部の経済的・社会的格差

を是正することを目的に、１９９９年から工事が行われ、モロッコ政府負担による区間（８８km と２０

km）の他、日本・ＥＵ・伊・アブダビ基金がそれぞれ１２０ｋｍ、１０３ｋｍ、８４ｋｍ、９２ｋｍの区間を支

援したもの。地形及び地質上の困難さ等により工事が遅れていた日本の支援区間が本年５月に完

工し，全線開通した。従来１１時間かかっていた区間が７時間で結ばれることになり、今後、観光開

発・物流等の面で地域経済に効果が及ぶことが期待されている。 

 

②アジュール計画の一環Lixusリゾート建設工事の進捗状況5

                                                
4 ル・マタン（8 月 13 日） 

 

5 エコノミスト（8 月 30 日），オジョドゥイ・ル・マロック（8 月 30 日），Les Echos（8 月 2 日） 
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２８日，ハッダド観光大臣はアジュール計画6

同計画の一環である Taghazout（アガディール近郊）リゾート開発もまもなく開始される予定。 

の一環であるLixusリゾート建設（北部ララシュ近郊）

の現場を視察した。Lixusリゾートの総工費は１４億ＤＨで，５つのホテル（ベッド総数１６３００床）の

建設を含み，第一フェーズ（２０１５年終了）ではハイアット・リージェンシーホテル，ヒルトンホテルが

オープンする予定。第二フェーズ（２０１８年終了）ではその他のホテル，マリーナなどの整備を行

う。 

 

３． 農業・漁業 

① たこの禁漁期間7

たこ資源確保のため，８月１５日から１１月１５日までの３ヶ月間が禁漁期間と定められた。 

 

 

４． 産業・エネルギー 

①サミール社の石油精製能力向上8

７日より，年間精製能力４００万トンの原油蒸留施設 Topping４および年間精製能力６０万トンのジ

ェット燃料精製施設 Jrt A1が稼働し，モハメディア石油精製施設全体の精製キャパシティーは年間

１０００万トン，一日２０万バレルに増強された。Topping４に充当された予算は１６億ＤＨで完成まで

の工期は３６ヶ月だった。サミール社の戦略ビジネスプラン（２０１２－２０１６）における能力向上計画

の一環で，同施設の稼働により国内石油製品の７０％がカバーされることとなった。なお，同社の主

要株主は Corral Petroleum Holding （６７．２７％）， Holmarcom （５．８３%）。 

  

 

②インドネシアEarthstone Groupが鉄鋼工場を建設9

 インドネシアの Earthstone Group(モロッコの子会社は Earthstone Metal and Mining)がタルーダン

ト(アガディール南)の Lastah Al Madina 工業地区に鉄鋼工場を建設する。年間の鉄鋼生産能力は

１５万トンになる見込み。投資額は４億３５００万ＤＨ。雇用創出数は５００名。稼働開始は２０１３年に

なる見込み。 

 

 同社はモロッコにおいてすでに鉄鉱山開発を行っており現在の年間生産能力は１００万トン。２０

１２年目標は１５０万トン，２０１３年には３００万トンまで向上させる計画。 

 

③中国製合板へアンチ・ダンピング関税を賦課10

                                                
6 アジュール計画（Azur）: 以下 6 つのエリアを対象とした観光開発計画 

 

  Saïdia Mediterrania（ウジダ近郊）（2009 年 6 月オープン），Mazagan（エルジャジダ近郊）(2009 年 10 月オープン)，

Mogador（エッサウイラ近郊）（2011 年 3 月オープン），Lixus（ララシュ近郊），Taghazout（アガディール近郊），Plage 

blanche（グルミン近郊） 

  また、拡張 Azur 計画における 3 つの開発対象エリアは、次のとおり。 

  Chbika(アガディールから南へ約 400km)，Ouarzazate Lake City(ワルザザート近郊)，Dhkhla(西サハラ地域) 
7 エコノミスト（8 月 22 日） 
8 エコノマップ（8 月 9 日），Les Echos（8 月 9 日） 
9 エコノミスト（8 月 24 日） 
10 エコノミスト（8 月 29 日），ル・マタン（8 月 30 日），エコノミスト（8 月 31 日） 
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中国製合板に対する暫定的措置として，２０１２年５月から６ヶ月の間，２５％のアンチ・ダンピング

関税を賦課することとされていたが，右措置が５年間適用される旨決定された。（正式な期間は今

後官報で発表される） 

 ダンピング・マージン率は２７％以上となっており，１９９４年に定められた国際アンチ・ダンピング

協定の基準である２％を大きく上回っている。 

 （その他，アンチ・ダンピングの対象として米国ビニール製商品を調査中。） 

  

④Tarfaya風力発電所の資金調達先11

 Tarfaya風力発電所（３００ＭＷ）建設に向けた資金調達先はAttijariwafa銀行，ポピュレール銀行

グループ，モロッコ貿易銀行（BMCE :Banque Marocaine du Commerce Exterieur）となった。事業

規模は３億５０００万ドルとなる予定で，２０１３年の完成を目指す。ＩＰＰ事業権はモロッコ王室系

Nareva Holding と英国 International Power のジョイントベンチャーが落札しており，モロッコ電力公

社（ＯＮＥ）とは４月に２０年間の売電契約を締結済み。 

 

 

⑤アイルランドのSan Leon社のオイルシェール探査12

 San Leon社はTarfaya鉱脈のオイルシェールについて，技術面や収益性における実現可能性調

査をOutotec Enefit社に委託した。San Leon社はTarfayaですでに類似の探査を開始しているが，

それとは別に行われるもの。今回新たに San Leon 社とモロッコ炭化水素・鉱山公社との間で覚書

の見直しが行われ，探査区画が追加されたことによる。同地域での同様の調査は１９８５年に Shell 

International Petroleum が露天掘り方式で行っており，一日５万バレルの生産（３０年間）が見込ま

れるという結果を出している。同社はエストニアで行われているようなオイルシェールの適合性に関

する試験を行える調査を目指す。 

 

 

⑥ロジスティックのGefco社がタンジェに進出13

PSAグループ（プジョー・シトロエン）の１００％子会社Gefco社がTanger Automotive Cityに進出

した。タンジェのルノー工場から５００ｍに位置し，事務所用敷地面積は５００㎡，自動車用敷面積

は３０００㎡で自動車１２００台が収容可能。投資額は 8 千万ＤＨ。 

 

 

⑦再生可能エネルギー・エネルギー効率化分野人材養成所のフィージビリティ・スタディがま

もなく開始14

ウジダ，ワルザザート，タンジェの三カ所に再生可能エネルギー・エネルギー効率化分野人材養

成所の建設が予定されているが，そのためのフィージビリティ・スタディをエネルギー省がまもなく開

始する。同分野において必要とされる能力や養成手法を精査することが目的。 

 

                                                
11 Les Echos(8 月 2 日) 
12 Les Echos(8 月 30 日) 
13 エコノミスト（8 月 31 日） 
14 Les Echos(8 月 30 日) 
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５．その他 

①視聴覚通信庁と通信規制庁が協定15

１日，視聴覚通信庁(HACA: La Haute Autorité de la Communication Audiovisuelle)と通信規制

庁(ANRT :L’Agence Nationale de Règlementation des Télécommunications)がテレビ，ラジオ，携帯

電話の電波の周波数の割り当て調整を進めることで合意した。近隣諸国の基準に合わせながら，

今後のテレビのアナログ放送からデジタル放送への移行を円滑に行えるようにすることが目的。 

 

 

②２０１２年上半期の固定・携帯電話，インターネット契約数（２０１２年６月３１日付データ）16

携帯電話延べ契約数が３７００万台を突破。また，インターネット契約数の増加が顕著。他方，固

定電話契約数が減少。 

 

（１） 固定電話契約数：３，４４４，５４６（前年末：３，５６６，０７６），前年末比：３．５ ％減 

 マーケットシェア：Wana（６３．１２％）, Maroc Telecom（３６．１６％），Meditel (０．７２％) 

（２）携帯電話契約数：３７，４２２，０００（前年末：３６，５５４，０００），前年末比：２．３ ％増 

 マーケットシェア：Maroc Telecom（４６．４５％），Meditel（３０．５６％），Wana（２２．９９％） 

（３）インターネット契約数：３，７５９，４３２（前年末：３，１８２，１１６），

（接続形態は，３G が８３．２２％，ADSL が１６．７３％） 

前年末比：１８．１％増 

 マーケットシェア：Maroc Telecom（５３．６０％），Wana (１６．６６％)，Meditel（２９．７４％） 

 

③第５９回革命記念日における国王演説17

２０日，モハメッド６世国王は第５９回革命記念日に際し，国民に向けた演説を行った。翌２１日の

国王誕生日（「青少年記念日」と呼称）の意義を含め，独立以来の国家建設は，青少年の力と創意

によるものだとし，教育システムの改革を国家の優先事項とし，国民への教育の機会均等が必要

であるといった青少年と教育改革を柱とした演説内容となった。 

 

 

④ララ・アミナ王女（モハメッド６世国王の叔母）の薨去18

 １６日，ララ・アミナ王女（ハッサン２世前国王の妹で、モハメッド６世現国王の叔母にあたる）が、

数ヶ月の病の後、薨去した。ラバト王宮内のムーレイ・アル・ハッサン廟に埋葬される。特にスポー

ツ促進に貢献するなどモロッコ青少年育成分野で活躍された。（当館注：２００５年３月の長野冬季

オリンピックの際に訪日） 

 

 

 

 

                                                
15 エコノマップ（8 月 7 日） 
16 L’Agence Nationale de Règlementation des Télécommunications(ANRT)ホームページ：ww.anrt.ma（7 月 31 日発

表）  
17 エコノミスト（8 月 22 日） 
18 ル・マタン（8 月 18－19 日） 
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⑤国際金融公社(世銀グループ)がセントラル・ポピュレール銀行に資本参加19

 １７日，国際金融公社(世銀グループ)によるセントラル・ポピュレール銀行（BCP:Banque Centrale 

Populaire）への資本参加（５％）が成立した。参加資本は２億ドル（１８億ＤＨ）。同銀行への外国資

本参加はこれで二度目。４月にはフランスのＢＰＣＥグループが５％の割合で資本参加している。 

 

 

⑥マルジャンスーパーマーケットがタザにオープン20

 ７月２７日，マルジャン（Marjane）スーパーマーケット（王室系 SNI/ONA系列）がタザにオープンし

た。中規模都市にもスーパーマーケットを展開させる戦略で，すでに El Hoceima, Fkih Bensalah な

どにもオープンしている。メクネスにも 2 号店をオープンさせる予定。マルジャンホールディングの

年間売上高は１２０億ＤＨで年間８～９％ずつ上昇している。２０１５年までには SNI/ONA グループ

のマルジャン，アシマ(Acima)，家電専門の Electroplanet を含め，４０店舗を新たにオープンさせる

予定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                
19 エコノミスト（8 月 22 日），Les Echos(8 月 22 日) 
20 エコノミスト（8 月 3 日） 
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ＩＩ．諸外国等との関係 

1. 外国政府との関係 

① リビア首相のモロッコ訪問21

 ７日-８日，リビアのアブドゥルラヒム・アル・キーブ首相が経済，教育，法務，農業，雇用大臣らと

共にモロッコを訪問，国王謁見，閣僚会合などをこなし，また，二国間協力およびアラブ・マグレブ

連合協力強化について協議した。 

 

 ８月１日からモロッコ外交・特別旅券保持者にとってリビア入国時の査証取得は免除となってい

る。 

 

２. 経済協力 

 

3. その他 

①国際通貨基金（ＩＭＦ）の予防的流動性枠承認22

３日，ＩＭＦは，モロッコに対し，６２億ドルの「予防的流動性枠」を承認した。この額はモロッコの

同基金への分担金の７００％にあたり，２年間の措置として，必要が生じた場合にのみ，借り入れが

行われる。モロッコ経済・財政省はコミュニケを発出し，同措置は国際的な経済状況悪化に対応す

るため，万一に備えた財政的手段を確保することで，ユーロ圏の景気後退等外的要因に対するモ

ロッコ経済の脆弱性に関して，海外投資家や外国金融機関へ安心感を与えるものである旨言及し

た。今回の措置の背景として，モロッコの継続的な支出バランスの問題が挙げられる。観光収入と

モロッコ人海外居住者からの送金額が不安定で，外貨準備高を４カ月に維持するのに，海外資産

から３００億ＤＨも差し引かなければならない状況となっていることが挙げられる。 

 

（当館注：「予防的流動性枠」は，従来の「予防的信用枠」に替えて２０１１年１１月から導入されたＩ

ＭＦの融資制度であり，欧州財政危機の影響が新興国等に波及した場合を想定し，経済は堅調

であっても短期の資金確保の必要性が生じた国を当該国の政策変更を要求することなしに支援す

るもの。） 

 

                                                
21 ル・マタン（8 月 8 日），Les Echos（8 月 8 日） 
22 エコノマップ（8 月 6 日），エコノミスト（8 月 6 日） 


